
 

 

 

 

 

 

保健体育 科 1 年 体育 年間授業計画（シラバス） 

科目名 体育 対象     スポーツ   コース 単位数 ４ 単位 

教科書 新高等保健体育 出版社 大修館 

副教材 新高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

 

 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の 

内容 

運動の合理的，計画的な実践を 
通して，運動の楽しさや喜びを 
深く味わい，生涯にわたって運 
動を豊かに継続することがで 
きるようにするため，運動の多 
様性や体力の必要性について 
理解しているとともに，それら 
の技能を身に付けている。 

生涯にわたって運動を豊かに継 
続するための課題を発見し，合 
理的，計画的な解決に向けて思 
考し判断するとともに，自己や 
仲間の考えたことを他者に伝え 
ている。 

生涯にわたって継続して運動に親
しむために，運動における競争や
協働の経験を通して，公正に取り
組む，互いに協力する，自己の責任
を果たす，参画する，一人一人の違
いを大切にしようとするととも
に，健康・安全を確保している。 

評価の 

方法 

定期考査 

単元テスト 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

定期考査 

単元テスト 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

学習課題 

ワークシート 

レポート 

ノート 

授業観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 「知識・技能」：「思考・判断・表現」：「主体的に学習に取り組む態度」＝１：１：１ 

 

３ 学習計画 

※評価の観点：a（知識・技能），b（思考・判断・表現），c（主体的に学習に取り組む態度） 

① 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続 

することがで きるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能 

を身に付ける。 

② 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると 

ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

③ 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，

一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継

続して運動に親しむ態度を養う。 

月 
学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 評価の観点 時間数 

体 育 演 習 体 育 演 習 a b c  

4 

 

 

 

 

 

ガイダンス 

体育理論① 

 

 

 

 

ガイダンス                         

 

スポーツ演習 

 

 

 

目標確認，年間，単元の説明 

1,スポーツの発祥と成立  

2,スポーツ文化の発展と現代社会 

3.オリンピック・パラリンピックと

国際社会 

 

目標確認，年間，単元の説明 

 

選択種目を実践し，運動能力を向上す

る。 
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体つくり運

動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男女> 

ラジオ体操

第1 

＜男子＞ 

サッカー 

 

 

 

 

 

＜女子＞ 

ソフトテニ

ス 

 

 

 

 

 

体つくり運

動 

 

＜男女＞ 

ハードル走 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴルフ 

・グリップ 

・アイアンショット 

・ドライバーショット 

・アプローチ 

・ルール 

・エチケット 

 

 

 

 

 

 

心肺蘇生法 

・現場における応急手当 

・AED講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ栄養学 

・水分補給について 

 

 

 

 

 

 

 

トレーニング基礎 

・競技力を構成する諸要素

の関係 

・技能，戦術の上達過程 

・技能，戦術を向上させるト

レーニング方法 

・競技力と精神力（メンタル

面）の関係 

 

 

 

 

 

 

体つくり運動 

体を動かす楽しさや心地よさを

味わい，運動を継続する意義，体

の構造，運動の原則などを理解

する。健康の保持増進や体力の

向上を目指し，目的に適した運

動の計画を立て取り組む。また，

主体的に自己や仲間の課題を発

見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組みを工夫し，自己や

仲間の考え方を他者に伝えるこ

とができる。 

ラジオ体操 

・ラジオ体操第１を習得し，準備運

動とする。 

サッカー 

・インサイドキック，インステップ 

キック，トラッピング，リフティン

グドリブル，ゲーム 

・安定したボール操作と空間を作

り出すなどの連携した動きによ

ってゴール前への投入などから

攻防を展開する。 

ソフトテニス 

・フォアハンドストローク，サービ

ス，ボレー，ゲーム 

・役割に応じたボール操作や安定

した用具の操作と連携した動き

によって空いた場所をめぐる攻

防を展開する。 

 

 

 

 

ハードル走 

・スピードを維持した走りからハ

ードルを低くリズミカルに越すこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論② 

4,  スポーツの経済効果とスポー

ツ産業 

5, スポーツに求められる高潔さ 

6,  持続可能性からみたスポーツ

と環境 

 

 

 

 

ゴルフ 

・ゴルフの基本的技術習得を身につけ

るとともに，近い将来，実際のゴル

フコース場でルールとマナーに則し

たプレーができるようなゴルファー

を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

心肺蘇生法 

・日常的に起こるけがの症状に応じて

適切な応急手当ができる。 

・外部の専門家の指導の下，心肺蘇生

法（AED）講習会を開催し，救命講習

認定証が交付できるよう取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ栄養学 

・スポーツ活動を進めるにあたり，自

己の身体について基礎的な知識と，

スポーツ栄養学に基づくより専門的

な知識が必要であることを学ぶ。今

回は，主に水分補給について講義を

受ける。正しい水分補給の仕方を学

び，自らのパフォーマンス向上を図

る。 

トレーニング基礎 

・競技としてのスポーツで良い成績を

あげるためには，それに応じた競技

力を高める必要がある。 

・運動やスポーツを効果的に行うため

には，トレーニングによって体力を

高め，技術や戦術を練習して技能や

戦術能を高める必要がある。そのた

めに，講習や実技を通して競技力の

向上に必要な基礎知識を知る。 
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体つくり運

動 

 

＜男女＞ 

バスケット

ボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキー（猿倉スキー場） 

・シュテム・ストップ 

・大回り 

・小回り 

・緩斜面・急斜面・コブ斜面

を安全に滑走 

 

 

 

 

 

 

 

バスケットボール 

・パス，ドリブル，ドリブルシュー

ト，ジャンプシュート，ゴール下

シュート，セットシュート，ゲー

ム 

・仲間と連携して，ゴール前の空間

を使ったり，ゴール前の区間を作

り出したりして攻防を展開する。 

・フェアプレイを大切にすること

や仲間を尊重し，合意形成に貢献

することなどに意欲をもち，健康

や安全に留意する。 

 

スキー 

・寒冷地における冬季のスポーツのひ

とつとして，スキーの技術を身につ

け，生涯を通して親しむ。 

・重心の位置や滑走面など，普段とは

違った環境下での運動の特性を踏ま

え，普段使わない筋肉の強化はもとよ

り，教え合うことで互いに交流を図

る。 
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保健体育 科 1 年 体育 年間授業計画（シラバス） 

科目名 体育 対象     進学・特進   コース 単位数 ２ 単位 

教科書 新高等保健体育 出版社 大修館 

副教材 新高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の 

内容 

運動の合理的，計画的な実践を 
通して，運動の楽しさや喜びを 
深く味わい，生涯にわたって運 
動を豊かに継続することがで 
きるようにするため，運動の多 
様性や体力の必要性について 
理解しているとともに，それら 
の技能を身に付けている。 

生涯にわたって運動を豊かに継 
続するための課題を発見し，合 
理的，計画的な解決に向けて思 
考し判断するとともに，自己や 
仲間の考えたことを他者に伝え 
ている。 

生涯にわたって継続して運動 に
親しむために，運動における 競争
や協働の経験を通して，公正に取
り組む，互いに協力する，自己の責
任を果たす，参画する，一人一人の
違いを大切にしようとするととも
に，健康・安全を確保している。 

評価の 

方法 

定期考査 

単元テスト 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

定期考査 

単元テスト 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

学習課題 

ワークシート 

レポート 

ノート 

授業観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 「知識・技能」：「思考・判断・表現」：「主体的に学習に取り組む態度」＝１：１：１ 

 

３ 学習計画 

※評価の観点：a（知識・技能），b（思考・判断・表現），c（主体的に学習に取り組む態度） 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 
評価の観点 

時間数 
a b c 

4 
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ガイダンス 

 

体育理論① 

 

 

 

体つくり運動① 

 

 

 

体育の目標と年間計画と単元，体育授業を展開する上での約束事を理解する。各

自で健康状態確認し担当教員に報告する。 

体育理論① 

1,スポーツの発祥と成立  

2,スポーツ文化の発展と現代社会 

3.オリンピック・パラリンピックと国際社会 

体つくり運動① 

体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継続する意義，体の構造，運動

の原則などを理解する。健康の保持増進や体力の向上を目指し，目的に適した

運動の計画を立て取り組む。また，主体的に自己や仲間の課題を発見し，合理
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１０ 

 

 

① 運動の合理的，計画的な実践を 通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続 

することができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身

に付ける。 

② 生涯にわたって運動を豊かに 継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると 

ともに，自己 や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

③ 運動における競争や協働の経 験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，

一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継

続して運動に親しむ 態度を養う。 
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1 
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3 

 

＜男女＞ 

ラジオ体操第1 

 

＜男子＞ 

サッカー 

 

 

 

 

＜女子＞ 

ソフトテニス 

 

 

 

 

体つくり運動② 

 

 

 

 

 

＜男女＞ 

ハードル走 

 

 

体育理論② 

 

 

 

体つくり運動３ 

＜男女＞ 

バスケットボール 

 

的な解決に向けて運動の取り組みを工夫し，自己や仲間の考え方を他者に伝

えることができる。 

・ラジオ体操 

・ラジオ体操第１を習得し，準備運動とする。 

 

サッカー 

・インサイドキック，インステップキック，トラッピング，リフティング，ドリ

ブル，ゲーム 

・安定したボール操作と空間を作りだすなどの連携した動きによってゴール前へ

の侵入などから攻防を展開する。 

 

ソフトテニス 

・フォアハンドストローク，サービス，ボレー，ゲーム 

・役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた

場所をめぐる攻防を展開する。 

 

 体つくり運動② 

体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継続する意義，体の構造，運動

の原則などを理解する。健康の保持増進や体力の向上を目指し，目的に適した

運動の計画を立て取り組む。また，主体的に自己や仲間の課題を発見し，合理

的な解決に向けて運動の取り組みを工夫し，自己や仲間の考え方を他者に伝

えることができる。 

 

ハードル走 

・スピードを維持した走りからハードルを低くリズミカルに越すことができるよ

うになる。 

体育理論② 

4,  スポーツの経済効果とスポーツ産業 

5, スポーツに求められる高潔さ 

6,  持続可能性からみたスポーツと環境 

 

 

バスケットボール 

・パス，ドリブル，ドリブルシュート，ジャンプシュート，ゴール下シュ-ト， 

 セットシュート・ゲーム 

・仲間と連携してゴール前の空間を使ったり，ゴール前の区間を作り出したり

して攻防を展開する。 

・安定したボール操作と空間を作りだすなどの連携した動きによってゴール前 

への侵入などから攻防を展開する。 

・フェアプレイを大切にすることや仲間を尊重し，合意形成に貢献することなど

に意欲をもち，健康や安全に留意する。 
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１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学習状況により，進度・内容を変更することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

保健体育 科 1 年 保健 年間授業計画（シラバス） 

科目名 保健 対象    全   コース 単位数 １  単位 

教科書 新高等保健体育 出版社 大修館 

副教材 新高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の 

内容 

個人及び社会生活における健 
康・安全について理解を深めて 
いるとともに，技能を身に付け 
ている。 

健康についての自他や社会の 課
題を発見し，合理的，計画的な解
決に向けて思考し判断していると
ともに，目的や状況に応じて他者
に伝えている。 

生涯を通じて自他の健康の保持
増進やそれを支える環境づくり
を目指し，明るく豊かで活力ある
生活を営むための学習に主体的
に取り組もうとしている。 

評価の 

方法 

定期考査 

単元テスト 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

定期考査 

単元テスト 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

学習課題 

ワークシート 

レポート 

ノート 

授業観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 「知識・技能」：「思考・判断・表現」：「主体的に学習に取り組む態度」＝１：１：１ 

 

３ 学習計画 

※評価の観点：a（知識・技能），b（思考・判断・表現），c（主体的に学習に取り組む態度） 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 
評価の観点 

時間数 
a b c 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

 

8 

 

１． 現代社会と健康 

①日本における健康課題の

変遷 

②健康の考え方と成り立ち 

③ヘルスプロモーションと

健康に関わる環境づくり 

④健康に関する意思決定・行

動選択 

⑤現代における感染症の問

題 

⑥感染症の予防 

⑦性感染症・エイズとその予

防 

 

 

 

 

・性・主要死因別に見た年齢調整脂肪率の推移をグラフで示す

ことで，日本の疾病構造の変化が理解できる。 

・健康の成立には，主体要因，環境要因などの様々な要因が関

わっていることを知る。 

・ヘルスプロモーションの考え方に基づく環境づくりの重要性

をコラムなどを用いて理解を深められる。 

・健康を保持・増進するためには，適切な意思決定・行動選択

が重要であることを理解する。 

・感染症の発生や流行には自然や社会の環境が影響することが

理解できる。 

・新興感染症や再興感染症の発生や流行の現状とその理由につ

いて理解できる。 

・感染症予防の三原則について具体例を紹介したり，コラムで

個人免疫・集団免疫のことを紹介できるようにする。 

・性感染症・エイズの予防に必要な取り組みについて，個人と

社会で分けて理解できる。 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 
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〇 

〇 
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〇 

 

〇 
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９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付ける。 

（2）健康についての自他や社会の 課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や

状況に応じて他者に伝える力を養う。 

（3）生涯を通じて自他の健康の保 持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態

度を養う。 
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1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

１．現代社会と健康 

⑧生活習慣病の予防と回復 

⑨身体活動・運動と健康 

⑩食事と健康 

⑪休養・睡眠と健康 

⑫がんの予防と回復 

⑬喫煙と健康 

⑭飲酒と健康 

⑮薬物乱用と健康 

⑯精神疾患の特徴 

⑰精神疾患への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．安全な社会生活 

①事故の現状と発生要因 

②交通事故防止に取り組み 

③安全な社会の形成 

④応急手当の意義と救急医

療体制 

⑤心肺蘇生法 

⑥日常的な応急手当 

 

 

・生活習慣病の予防，回復のために個人の取り組みに加えて，

社会の取り組みについても理解を深める。 

・身体活動・運動の継続的な実践に必要な個人および社会の取

り組みについて，理解できる。 

・健康的な食生活の実践に必要な個人および社会の取り組みに

ついて，理解できる。 

・休養・睡眠と健康の関係について，図を使って理解する。 

・適切な休養・睡眠の確保に必要な個人および社会の取り組み

について，理解できる。 

・がんには様々な種類があることやがんの発生要因について理

解できる。 

・がんの予防や回復のために必要な個人および社会の取り組み

について，理解できる。 

・喫煙の有害性について学習に加え，喫煙開始や継続の要因と

なる誘いの断り方など適切な意志決定と行動選択の方法を

身につける。 

・飲酒による健康被害の防止に必要な個人および社会環境への

対策について，理解できる。 

・薬物は依存性が強く一度使用すると自分の意志ではやめられ

なくなるため，薬物に対する正しい知識をもち，絶対に使用

しないという意志決定や行動選択を身につける。 

・おもな精神疾患の症状と気づくためのサインを具体的に紹介

して理解できる。 

・精神疾患の発症，回復のポイントを理解できる。 

・精神疾患の予防や早期発見，治療や支援など適切な対応につ

いて，図解するなどして理解を深める。 

・心の健康社会の実現を目指した取り組みの大切さを知る。 

 

 

・様々な場面で起こる事故とその被害の実態についてグラフや

図で理解を深める。 

・事故の発生には人的要因と環境要因が関連していることを理

解する。 

・交通事故加害者の手記をコラムを読むことで，交通事故を起

こしたときの心境を理解する。 

・図やコラムで応急手当の意義や，身に付ける必要性を理解す

る。 

・119 番通報から救急車が現場に到着するまでの仕組みを図

解を用いて理解する。 

・安全な交通社会づくりに向けて法的な整備と交通環境の整

備，自動車の安全対策について学ぶ。 

・自他の生命や体を守り，不慮の事故災害に対応できる社会環

境をつくるためには，一人一人が応急手当の手順や方法を身

につけ，自ら進んで行う態度を養うことが必要であることを

理解する。 

・具体的な応急手当の知識や技術を学び，必要な場面で実際に

行うことができる。 

 

・日常的なけがの応急手当として，直接圧迫止血，冷却の例，

固定の例を図解を用いて理解する。 

・心肺蘇生法の技術を取得するとともに，授業後も心肺蘇生法

に関心を持ち続けることができる。 
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保健体育 科 ２ 年 体育 年間授業計画（シラバス） 

科目名 体育 対象     スポーツ   コース 単位数 ４ 単位 

教科書 新高等保健体育 出版社 大修館 

副教材 新高等保健体育ノート 

 

① 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続 

することがで きるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能 

を身に付ける。 

② 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると 

ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

③ 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，

一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継

続して運動に親しむ態度を養う。 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の 

内容 

運動の合理的，計画的な実践を 
通して，運動の楽しさや喜びを 
深く味わい，生涯にわたって運 
動を豊かに継続することがで 
きるようにするため，運動の多 
様性や体力の必要性について 
理解しているとともに，それら 
の技能を身に付けている。 

生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフの実現を目指して，自己や
仲間の課題に応じた運動を継続
するための取り組み方（思考・
判断・表現）を工夫している。
また，自己や仲間の状況に応じ
て体力を高めるための運動を継
続するため（思考・判断・表
現）計画をたて実践している。 

選択した運動の技術（技）の名称や
行い方，体力の高め方，課題解決の
方法，練習や発表の仕方，スポーツ
を行う際の健康・安全の確保の仕
方についての具体的な方法，スポ
ーツの歴史，文化的特性や現代の
スポーツの特徴，運動やスポーツ
の効果的な学習の仕方及び豊かな
スポーツライフの設計の仕方を主
体的に学んでいる。 

評価の 

方法 

定期考査単元テスト 

小テストレポート 

授業観察など 

定期考査単元テスト 

小テストレポート 

授業観察など 

学習課題ワークシート 

レポートノート 

授業観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 「知識・技能」：「思考・判断・表現」：「主体的に学習に取り組む態度」＝１：１：１ 

 

３ 学習計画 

※評価の観点：a（知識・技能），b（思考・判断・表現），c（主体的に学習に取り組む態度） 

月 
学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 評価の観点 時間数 

体 育 演 習 体 育 演 習 a b c  

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス 

体つくり運

動 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス                         

 

スポーツ演習 

 

 

 

 

ゴルフ 

・グリップ 

・アイアンショット 

・ドライバーショット 

目標確認，年間，単元の説明 

体つくり運動 

体を動かす楽しさや心地よさを

味わい，運動を継続する意義，体

の構造，運動の原則などを理解

する。健康の保持増進や体力の

向上を目指し，目的に適した運

動の計画を立て取り組む。また，

主体的に自己や仲間の課題を発

見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組みを工夫し，自己や

目標確認，年間，単元の説明 

 

選択種目を実践し，運動能力を向上す

る。 

 

 

 

ゴルフ 

・ゴルフの基本的技術習得を身につけ

るとともに，（1年次の復習）アイア

ンショット，ドライバ―ショットを
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＜男女＞ 

バスケット

ボール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論２ 

運動・スポー

ツの学び方 

 

 

 

 

 

 

体つくり運

動 

 

 

 

男子 

ソフトボー

ル 

女子 

バレーボー

ル 

 

 

 

 

 

 

男女 

陸上競技 

（三段跳） 

 

 

 

 

 

 

・アプローチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択種目の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴルフ 

校外打ちっぱなし場 

・ルール・マナー 

 

 

 

 

ポーツトレーニング論 

・トレーニングの基礎知識 

・トレーニングの実技 

・けがの予防と対応 

・機能的トレーニングの実

践１・２・３・４ 

・スポーツに関する資格制

度 

・実践ヨガ １・２ 

 

ゴルフ 

校外打ちっぱなし場 

・ルール 

・エチケット 

 

 

 

 

 

仲間の考え方を他者に伝えるこ

とができる。 

バスケットボール 

・パス，ドリブル，ドリブルシュー

ト，ジャンプシュート，ゴール下シ

ュート，セットシュート，ゲーム 

・仲間と連携してゴール前の空間

を使ったり，ゴール前の区間を作り

出したりして攻防を展開する。 

・安定したボール操作と空間を作 

りだすなどの連携した動きによっ 

てゴール前への侵入などから攻防 

を展開する。 

・フェアプレイを大切にすること

や仲間を尊重し，合意形成に貢献す

ることなどに意欲をもち，健康や安

全に留意する。 

 

体育理論２ 

① ポーツにおける技術と戦術・

戦略 

② ポーツにおける技術と体力 

 

 

 

 

 

健康の保持増進や体力の向上を目

指し，目的に適した運動の計画を立

て取り組む。また，主体的に自己や

仲間の課題を発見し，合理的な解決

に向けて運動の取り組みを工夫し，

自己や仲間の考え方を他者に伝え

ることができる。 

ソフトボール 

・ピッチング・捕球送球 

・トスバッティング・ゲーム 

バレーボール 

・オーバーハンドパス 

・アンダーハンドパス 

・サービス・ゲーム 

 

 

陸上競技 

・運動の基本である走・跳・投のバ

ランスのとれた運動（三段跳）を通

して，体力・筋力の向上を図ると共

に自己ベスト記録への挑戦を楽し

む。 

 

 

 

体育理論２ 

身に付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門種目以外のスポーツに触れ，運神

経系，筋力系の向上を図り，専門種

目に生かせるようにする。 

自に課題にたいして自ら解決する能力

を身に付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで屋内練習場で学習した技能を

十分発揮し，飛距離を楽しむ。 

近い将来，実際のゴルフコース場でル

ールとマナーに則したプレーができ

るようになる。 

 

 

トレーニング基礎（1年次の復習含む） 

・競技としてのスポーツで良い成績を

あげるためには，それに応じた競技

力を高める必要がある。 

・運動やスポーツを効果的に行うため

には，トレーニングによって体力を

高め，技術や戦術を練習して技能や

戦術能を高める必要がある。そのた

めに，講習や実技を通して競技力の

向上に必要な基礎知識を知る。 

ゴルフ 

・ゴルフの基本的技術習得を身につけ

るとともに，（1年次の復習）アイアン

ショット，ドライバ―ショットを身に

付ける 
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体育 

３０ 

体演 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育 

３９ 

体演 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

体育理論２ 

運動・スポー

ツの学び方 

 

 

 

体つくり運

動 

 

 

 

＜男女＞ 

卓球 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論２ 

体力トレー

ニング 

運動やスポ

ーツでの危

険予知と安

全確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレーニング実践 

・トレーニングの実技 

・機能的トレーニングの実

践１・２・３・４ 

・スポーツに関する資格制

について 

 

 

 

 

 

スキー（蔵王スキー場） 

プルーク・ストップ 

シュテム・パラレル 

・大回り 

・小回り 

・緩斜面・急斜面・コブ斜面

を安全に滑走 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 技能の上達過程と練習の 

考え方 

② 効果的な動きのメカニズム 

 

 

 

健康の保持増進や体力の向上を目

指し，目的に適した運動の計画を立

て取り組む。また，主体的に自己や

仲間の課題を発見し，合理的な解決

に向けて運動の取り組みを工夫し，

自己や仲間の考え方を他者に伝え

ることができる。 

卓球 

・フォアハンドストローク 

・バックハンドストローク 

・サーブ 

・ゲーム 

 

 

 

 

体力トレーニングの基礎理論を理

解させる 

スポーツ活動中に重大な事故を挙

げその発生要因と予防方法を理

解させる。 

技能がどのような段階を経て上達する

のか理解できるようになる。 

体の動きはどのような仕組みで開発さ

れ，持続していくのか理解させる。 

 

 

・運動やスポーツを効果的に行うため

には，トレーニングによって運動神経

系の開発や筋力アップを図り，技術や

戦術アップに役に立てられる陽にす

る。 

 

 

 

 

 

 

スキー 

・寒冷地における冬季のスポーツのひ

とつとして，スキーの技術を身につ

け，生涯を通して親しむ。 

・重心の位置や滑走面など，普段とは

違った環境下での運動の特性をふま

え，普段使わない筋肉の強化はもとよ

り，教え合うことで互いに交流する。 

・寒冷地における冬季のスポーツのひ

とつとして，技術を身につけ生涯を通

して親しめる意識を高める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育 

２１ 

体演 

６ 

 

 

     



 

保健体育 科 ２ 年 体育 年間授業計画（シラバス） 

科目名 体育 対象     進学・特進   コース 単位数 ２ 単位 

教科書 新高等保健体育 出版社 大修館 

副教材 新高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の 

内容 

運動の合理的，計画的な実践を 通し
て，運動の楽しさや喜びを 深く味わ
い，生涯にわたって運 動を豊かに継
続することがで きるようにするた
め，運動の多 様性や体力の必要性に
ついて 理解しているとともに，それ
ら の技能を身に付けている。 

生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフの実現を目指して，自己や
仲間の課題に応じた運動を継続
するための取り組み方（思考・
判断・表現）を工夫している。
また，自己や仲間の状況に応じ
て体力を高めるための運動を継
続するため（思考・判断・表
現）計画をたて実践している。 

選択した運動の技術（技）の名称
や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，練習や発表の仕方，ス
ポーツを行う際の健康・安全の確
保の仕方についての具体的な方
法，スポーツの歴史，文化的特性
や現代のスポーツの特徴，運動や
スポーツの効果的な学習の仕方及
び豊かなスポーツライフの設計の
仕方を主体的に学んでいる。 

評価の 

方法 

定期考査・単元テスト 

小テスト・レポート 

授業観察など 

定期考査・単元テスト 

小テスト・レポート 

授業観察など 

学習課題・ワークシート 

レポート・ノート 

授業観察など 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 「知識・技能」：「思考・判断・表現」：「主体的に学習に取り組む態度」＝１：１：１ 

３ 学習計画 

※評価の観点：a（知識・技能），b（思考・判断・表現），c（主体的に学習に取り組む態度） 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 
評価の観点 

時間数 
a b c 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

ガイダンス 

体つくり運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男女＞ 

バスケットボール  

 

目標確認，年間，単元の説明 

体つくり運動 

体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継続する意義，体の構造，運動の

原則などを理解する。健康の保持増進や体力の向上を目指し，目的に適した運動

の計画を立て取り組む。また，主体的に自己や仲間の課題を発見し，合理的な解

決に向けて運動の取り組みを工夫し，自己や仲間の考え方を他者に伝えることが

できる。 

バスケットボール 

・パス，ドリブル，ドリブルシュート，ジャンプシュート，ゴール下シュート，

セットシュート，ゲーム 

・仲間と連携してゴール前の空間を使ったり，ゴール前の区間を作り出したりし

て攻防を展開する。 

・安定したボール操作と空間を作 

りだすなどの連携した動きによっ 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 
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① 運動の合理的，計画的な実践を 通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続 

することができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身

に付ける。 

② 生涯にわたって運動を豊かに 継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると 

ともに，自己 や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

③ 運動における競争や協働の経 験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，

一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継

続して運動に親しむ 態度を養う。 



 

 

 

 

 

 

 

8 

 

9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

体育理論２ 

運動・スポーツの学び方 

 

 

体つくり運動 

 

 

 

男子 

ソフトボール 

女子 

バレーボール 

 

 

 

男女 

陸上競技 

（三段跳） 

 

 

 

体育理論２ 

運動・スポーツの学び方 

 

 

 

 

 

体つくり運動 

 

 

 

＜男女＞ 

卓球 

 

 

体育理論２ 

体力トレーニング 

運動やスポーツでの危険予知と安全

確保 

 

 

 

 

 

 

 

てゴール前への侵入などから攻防 

を展開する。 

・フェアプレイを大切にすることや仲間を尊重し，合意形成に貢献することなど

に意欲をもち，健康や安全に留意する。 

 

体育理論２ 

① ポーツにおける技術と戦術・戦略 

② ポーツにおける技術と体力 

 

健康の保持増進や体力の向上を目指し，目的に適した運動の計画を立て取り組

む。また，主体的に自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取

り組みを工夫し，自己や仲間の考え方を他者に伝えることができる。 

ソフトボール 

・ピッチング・捕球送球 

・トスバッティング・ゲーム 

バレーボール 

・オーバーハンドパス 

・アンダーハンドパス 

・サービス・ゲーム 

 

陸上競技 

・運動の基本である走・跳・投のバランスのとれた運動（三段跳）を通して，体

力・筋力の向上を図ると共に自己ベスト記録への挑戦を楽しむ。 

 

 

 

体育理論２ 

①  技能の上達過程と練習の 

考え方 

② 効果的な動きのメカニズム 

 

 

 

健康の保持増進や体力の向上を目指し，目的に適した運動の計画を立て取り組

む。また，主体的に自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取

り組みを工夫し，自己や仲間の考え方を他者に伝えることができる。 

卓球 

・フォアハンドストローク 

・バックハンドストローク 

・サーブ 

・ゲーム 

 

体力トレーニングの基礎理論を理解させる 

スポーツ活動中に重大な事故を挙げその発生要因と予防方法を理解させる。 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 
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16 

※学習状況により，進度・内容を変更することがあります。 



 

保健体育 科 ２ 年 保健 年間授業計画（シラバス） 

科目名 保健 対象    全   コース 単位数 １  単位 

教科書 新高等保健体育 出版社 大修館 

副教材 新高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の 

内容 

生涯を通じる健康，健康を支え
る環境づくりについて関心をも
ち，意欲的に学習に取り組もう
とする。 

生涯を通じる健康，健康を支える
環境づくりについて，課題の解決
を目指して総合的に考え，判断
し，それらを表している。 

生涯を通じる健康，健康を支える環
境づくりについて，課題の解決に役
立つ基礎的な事項を理解し，活力あ
る生活を営むために主体的に取り
組もうとしている。 

評価の 

方法 

定期考査・単元テスト 

小テスト・レポート 

授業観察など 

定期考査・単元テスト 

小テスト・レポート 

授業観察など 

学習課題・ワークシート 

レポート・ノート 

授業観察など 

    

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 「知識・技能」：「思考・判断・表現」：「主体的に学習に取り組む態度」＝１：１：１ 

 

３ 学習計画 

※評価の観点：a（知識・技能），b（思考・判断・表現），c（主体的に学習に取り組む態度） 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 
評価の観点 

時間数 
a b c 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

ガイダンス 

３章．生涯を通じる健康 

①思春期と健康 

 

② 性意識の変化と性行動

の選択 

 

③ 結婚生活と健康 

 

 

④ 妊娠・出産と健康 

 

 

⑤ 家族計画 

 

⑥ 加齢と健康 

 

・年齢に応じた健康保持増進に関する正しい知識を身につけ

る。 

・性意識や欲求の変化の男女差，異性の心と体の違いについて

理解する。・ 

・自分の行動への責任感や異性の理解と尊重の必要性について

理解する。 

 

・結婚生活と健康との関係について理解する。夫婦関係，親子

関係による健康への影響について理解する。 

 

・受精，妊娠，出産の過程とそれに伴う健康問題について理解

する。 

 

・家族計画の意義について理解する。人工妊娠中絶が心身への

影響について理解する。 

・加齢による心身の変化や加齢の健康問題について理解する。 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

（1）個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付ける。 

（2）健康についての自他や社会の 課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や

状況に応じて他者に伝える力を養う。 

（3）生涯を通じて自他の健康の保 持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態

度を養う。 



 

 

8 

 

 

9 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 高齢社会に対応した取

り組み 

 

 

⑧ 働くことと健康 

 

⑨ 労働災害の防止 

 

⑩ 働く人の健康づくり 

 

4 章 健康を支える環境づ

くり 

① 大気汚染と健康 

 

② 水質汚濁と土壌汚染と 

健康 

 

③ 健康被害を防ぐための

環境対策 

 

④ 環境衛生にかかわる活

動 

 

⑤ 食品の安全性と健康 

 

⑥ 食品の安全性を確保す

るための取り組み 

 

 

 

⑦ 保健制度とその活用 

 

⑧ 医療制度とその活用 

 

 

⑨ 医薬品の制度とその活

用 

 

 

⑩ 様々な保健活動や対策 

 

 

 

⑪ 誰もが健康に過ごせる

社会に向けた環境づく

り 

・高齢者の暮らしや健康を支えるために必要な社会の取り組み

について理解する。 

 

 

・働くことの意義と働き方の多様化について理解する。 

働く人の健康問題に瑠いて理解する。 

・労働環境の変化に伴い労働災害要因も変化していることを理

解する。 

・職場での心身両面にわたる積極的な健康づくり活動について

理解する。 

 

 

・大気汚染による健康への影響について理解する。地球規模で

起きている大気環境問題について理解する。 

・水質汚濁，土壌汚染による健康への影響について理解する。 

 

 

・環境汚染による健康への影響を防ぐために行われている対策

について理解する。 

 

・安全な水の確保のために必要な上下水道の整備の現状と課題

について理解する。 

 

・食品の安全性が損なわれていると健康被害が生じる可能性が

あることを理解する。 

・食品の安全性を確保するための行政や生産・製造者の役割に

ついて理解する。健康被害を防ぐために消費者が果たす役割

を理解する。 

 

 

・保健行政の役割を理解すると共に，健康の保持・増進には保

健サービスの適切な活用が必要であることを理解する。 

・医療保険の仕組みについて理解すると共に，医療サービスの

適切な活用方法を理解する。 

 

・薬品に承認制度や販売に関する規制が設けられていることを

理解する。医薬品は使用に関する注意を守り，正しく使う必

要があることを理解する。 

 

・日本や世界では健康課題に対応した保健活動や対策が行われ 

いることを理解すると共に，国際機関や民間機関などにより 

行われている様々な保健活動や対策について理解する。 

 

・自他の健康の保持・増進には健康を支える環境づくりが重要

であることを理解する。 

 健康を支える環境づくりへの積極的な参加が自他の健康に

つながることを理解する。 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇  

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 
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8 

 

 

 

 



保健体育 科 3 年 体育 年間授業計画（シラバス） 

科目名 体育 対象    スポーツ         コース 単位数 5  単位 

教科書 最新高等保健体育 出版社 大修館書店 

副教材 最新高等保健体育ノート 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

運動の楽しさや喜びを深く味わ

うことができるよう，公正，協力，

責任，参画などに対する意欲をも

ち，健康・安全を確保して学習に

主体的に取り組もうとする。 

生涯にわたる豊かなスポーツラ

イフの実現を目指して，自己や仲

間の課題に応じた運動を継続す

るための取り組み方を工夫して

いる。また，自己や仲間の状況に

応じて体力を高めるための運動

を継続するための計画を工夫し

ている。 

運動の合理的な実践を通して，運

動の特性に応じて勝敗を競った

り，攻防を展開したり，表現した

りするための各領域の運動の特

性に応じた段階的な技能を身に

つけている。 

選択した運動の技術（技）の名称や行い

方，体力の高め方，課題解決の方法，練

習や発表の仕方，スポーツを行う際の健

康・安全の確保の仕方についての具体的

な方法，スポーツの歴史，文化的特性や

現代のスポーツの特徴，運動やスポーツ

の効果的な学習の仕方及び豊かなスポ

ーツライフの設計の仕方を理解する。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

出席状況 
グループでの課題解決学習 技能テスト 理解度テスト 

②成績評価の方法 

① の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査8割 平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）2割 

 

３ 学習計画 

 

月 

学習単元 主な学習内容と到達目標 

時間数 
体育 演習 体育 演習 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

オリエンテーション 

体つくり運動 

 

 

＜男女＞ 

陸上競技 

・三段跳び 

・砲丸投げ 

 

 

体育理論① 

 

 

 

各種トレーニング 

ゴルフ 

・グリップ 

・アイアンショット 

・ドライバーショッ

ト 

・アプローチショッ

ト 

・ルール 

・エチケット 

・方向性スイング 

・パター 

・ラウンド 

 

授業を受けるに当たっての注意 

 

体つくり運動 

・自己の身体に関心を持ち，自己の体力や生活環境に

応じた運動を実践して健康保持増進する態度を養

う。 

陸上競技 

・運動の基本である走・跳・投のバランスのとれた運

動を通して，体力・筋力をつける。 

 

体育理論① 

1.生涯スポーツの見方・考え方 

2.ライフスタイルにおうじたスポーツ 

 

各種トレーニング 

 

 

・専門スポーツ種目の技術を習得する。 

・各運動種目に適した筋力トレー二ングを実践す

る。 

・安全に運動を楽しむ態度を養う。 

・健康管理に必要な知識を身につける。 

 

ゴルフ 

・ゴルフの基本的技術を身につけるとともに，ゴ

ルフコース場においてルールとマナーを守って

プレーができるように学習する。 

 

 

 

 

体育 

４２ 

 

    

 

演習 

１４ 

 

① 運動の合理的・計画的な実践を通して，知識を深めるとともに技能を高め，運動の楽しさや喜びを深く味わう。 

② 自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を養い，公平，協力，責任，参画などに対する意欲を養う。 

③ 健康・安全を確保して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を養う。  



 

 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

12 

 

 

体つくり運動 

 

＜男女＞ 

バレーボール 

 

・パス 

・フットワーク 

・サービス 

・トス 

・スパイク 

・レシーブ 

・ゲーム 

 

 

体育理論② 

 

スポーツ演習 

 

 

各種トレーニング 

 

・機能的トレーニン

グ 

 

・スポーツに関する

資格制度 

 

・実践 ヨガ  

 

 

 

 

バレーボール 

・仲間と共に楽しくバレーボールを楽しむための技術

習得及び態度を養う。 

・チームで協力し合い役割やポジションを決め，楽し

くゲームをする。 

・攻撃や守備の組織的な連携プレーを実践する。 

・作戦を立ててゲームをする。 

・生涯スポーツのひとつとして長く楽しめることを理

解して，基本的な個人技能を身につける。 

・ルールを理解して審判が出来る。 

 

体育理論② 

3.日本のスポーツ振興 

4.スポーツと環境 

 

各種トレーニング 

・専門スポーツ種目の技術を習得する。 

・各運動種目に適した筋力トレー二ングを実践す

る。 

・安全に運動を楽しむ態度を養う。 

・健康管理に必要な知識を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育 

５０ 

 

 

演習 

２０ 

 

  



保健体育 科 3 年 体育 年間授業計画（シラバス） 

科目名 体育 対象  進学・特進 コース 単位数 3 単位 

教科書 最新高等保健体育 出版社 大修館書店 

副教材 最新高等保健体育ノート 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

運動の楽しさや喜びを深く

味わうことができるよう，公

正，協力，責任，参画などに

対する意欲をもち，健康・安

全を確保して学習に主体的

に取り組もうとする。 

生涯にわたる豊かなスポー

ツライフの実現を目指して，

自己や仲間の課題に応じた

運動を継続するための取り

組み方を工夫している。ま

た，自己や仲間の状況に応じ

て体力を高めるための運動

を継続するための計画を工

夫している。 

運動の合理的な実践を通して，

運動の特性に応じて勝敗を競

ったり，攻防を展開したり，表

現したりするための各領域の

運動の特性に応じた段階的な

技能を身につけている。 

選択した運動の技術（技）の名称

や行い方，体力の高め方，課題解

決の方法，練習や発表の仕方，ス

ポーツを行う際の健康・安全の

確保の仕方についての具体的な

方法，スポーツの歴史，文化的特

性や現代のスポーツの特徴，運

動やスポーツの効果的な学習の

仕方及び豊かなスポーツライフ

の設計の仕方を理解する。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

出席状況 
グループでの課題解決学習 技能テスト 理解度テスト 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査8割 平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）2割 

 

３ 学習計画 

月 

学 習 単 元 主な学習内容と到達目標 時

間

数 
体育 体育 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

オリエンテーション 

 

体つくり運動 

 

＜男女＞ 

陸上競技 

・三段跳 

・砲丸投げ 

 

 

 

体育理論① 

 

 

 

 

体つくり運動 

・自己の身体に関心を持ち，自己の体力や生活環境に応じた運動を実践して健康保持増進する態度を養

う。 

 

陸上競技 

・運動の基本である走・跳・投のバランスのとれた運動を通して，体力・筋力をつける。 

 

 

 

 

体育理論① 

1.生涯スポーツの見方・考え方 

 

2.ライフスタイルにおうじたスポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育 

３３ 

 

 

① 運動の合理的・計画的な実践を通して，知識を深めるとともに技能を高め，運動の楽しさや喜びを深く味わう。 

② 自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を養い，公平，協力，責任，参画などに対する意欲を養う。 

③ 健康・安全を確保して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を養う。 



 

 

８ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

 

体つくり運動 

 

＜男女＞ 

バレーボール 

・パス 

・フットワーク 

・サービス 

・トス 

・スパイク 

・レシーブ 

・ゲーム 

 

 

体育理論② 

 

 

 

 

 

バレーボール 

・仲間と共に楽しくバレーボールを楽しむ態度を養う。 

・チームで協力をして役割分担やポジションを決め，楽しくゲームをする。 

・攻撃や守備の組織的な連携プレーを実践する。 

・作戦を立ててゲームをする。 

・生涯スポーツのひとつとして長く楽しめることを理解して，基本的な個人技能を身につける。 

・ルールを理解して審判を行う。 

 

 

 

 

体育理論② 

3.日本のスポーツ振興 

4.スポーツと環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育

４４ 

 

 

 

 

 

 

 

 


